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トイレ

宿泊施設

温泉

公衆電話

自販機

休憩所

コンビニ

水飲み場

見晴らしポイント

土産販売所

バス停

三十三観音

スタート地点までのアクセス
■ 大阪方面から

約35分 約4時間

近鉄大阪線「大和八木駅」を起点に、近鉄
南大阪線「高田市駅」、近鉄御所線・JR
和歌山線「御所駅」、JR和歌山線「五条
駅」を経由して、十津川温泉方面に運転し
ている奈良交通のバスを利用し、「十津川
温泉」バス停下車。
バス停周辺に旅館・民宿が集まっている他、
少し離れた上湯温泉にもお宿があります。
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ひとくちメモ
　このコースをお歩きいただくには、前日に十津川温泉で宿泊。翌
日早朝に熊野本宮大社に向かって歩き、熊野本宮大社参拝後、
紀伊田辺駅又は、新宮駅経由でお帰りになる行程を組むのが一般
的です。
　十津川村でのお泊まりは、十津川温泉バス停周辺の平谷地区にひ
らける十津川温泉でのお泊まりが便利です。
お問い合わせ：十津川村観光協会 0746-63-0200

標準の歩行記録（参考行程：見学時間等を含む。十津川温泉で宿泊し、起点柳本橋から歩きました。）
　十津川温泉バス停・・・・・・柳本橋・・・・・・・果無集落・・・・・・・観音堂・・・・・・・果無峠・・・・・・・三十丁石・・

　・・七色分岐・・・・・・・林道出合・・・・・・・八木尾バス停・・・・・・道の駅奥熊野古道ほんぐう・・・・・平岩口バス停・・

　・・・・三軒茶屋跡・・・・・・・祓殿王子・・・・・・熊野本宮大社　　15時過ぎのバスで紀伊田辺駅経由で大阪方面へ戻りました
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11：25　　11：30　　　　　　  12：05　　　　　　　　　    12：12　　　　 　　　  12：40　　　　　　　　 13：20　　　　　　　 13:30
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（道の駅食堂で遅めの昼食）

（急坂の途中で休憩）

十津川温泉から熊野本宮大社へ、小辺路の最終ルート。
三十三観音に見守られながら果無峠を越え、いざ本宮へ。

熊野本宮大社への最後の峠越えのこの道は、今も古道の雰囲気を
残しています。特に果無峠の登りには石畳も残っており、地元の信者
によって祀られた三十三体の観音石仏は、峠を行く人々を見守って
くれています。ハードなコースの中にも古道を感じられる区間です。

奈良交通バス
近鉄大阪線
急行・快速急行
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［十津川温泉（奈良県十津川村）～熊野本宮大社（田辺市本宮町）その1］
※歩行速度により所要時間は異なります。目安として参考にして下さい。（標準歩行時間は、健脚の成人男性が歩いた際の時間です。）

歩行距離15.2km
標準歩行時間 5時間35分
標準所要時間 6時間58分

と 　 つ　か わ お ん せ ん く ま　の　ほ ん ぐ う た い し ゃ

道標 小辺路道標
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お帰りは
■ 熊野本宮大社から大阪方面へ

■ 熊野本宮大社から名古屋方面へ

「本宮大社前」バス停でゴールし、大阪方
面へは、龍神バスまたは明光バス紀伊田辺
駅行に乗車し、「紀伊田辺駅」からJR紀勢本
線を利用します。
名古屋方面へは、熊野御坊南海バスまた
は奈良交通バス・明光バス新宮駅行に乗
車し、「新宮駅」からJR紀勢本線を利用
します。
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十津川温泉から熊野本宮大社へ、小辺路の最終ルート。
三十三観音に見守られながら果無峠を越え、いざ本宮へ。

果無峠を越えてからは、ひたすら下ります。急なところもあるので、
足元に充分注意しましょう。八木尾のバス停まで降りると、熊野本
宮大社までは、ほぼ国道沿いに進みます。三軒茶屋跡で熊野古道（中
辺路）に合流すれば、目的地熊野本宮大社まではあと一息です。

ひとくちメモ
●ハイキングの後に本宮町内でもう一泊するのがおすすめ・・・
　十津川温泉の出発を遅めにして、本宮町内でもう一泊するのがおすす
めです。本宮町内には、湯の峰温泉・川湯温泉・渡瀬温泉と、特色
の異なる3つの大きな温泉地があります。
　これらの温泉で宿泊し、翌日、本宮町内の熊野古道を歩き、紀伊田辺
駅・新宮駅等のターミナルを経由し、お帰りになるのもよいでしょう。
お問い合わせ：熊野本宮観光協会 0735-42-0735 

龍神バス・明光バス

約2時間
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～約1時間25分
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約3時間15分
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標準の歩行記録（参考行程：見学時間等を含む。十津川温泉で宿泊し、起点柳本橋から歩きました。）

［十津川温泉（奈良県十津川村）～熊野本宮大社（田辺市本宮町）その2］
※歩行速度により所要時間は異なります。目安として参考にして下さい。（標準歩行時間は、健脚の成人男性が歩いた際の時間です。）

と 　 つ　か わ お ん せ ん く ま　の　ほ ん ぐ う た い し ゃ 歩行距離15.2km
標準歩行時間 5時間35分
標準所要時間 6時間58分

　十津川温泉バス停・・・・・・柳本橋・・・・・・・果無集落・・・・・・・観音堂・・・・・・・果無峠・・・・・・・三十丁石・・

　・・七色分岐・・・・・・・林道出合・・・・・・・八木尾バス停・・・・・・道の駅奥熊野古道ほんぐう・・・・・平岩口バス停・・

　・・・・三軒茶屋跡・・・・・・・祓殿王子・・・・・・熊野本宮大社　　15時過ぎのバスで紀伊田辺駅経由で大阪方面へ戻りました

　　　7：30　　　　　　　　　　  7：40　 　　　　　 　　   8：30　　　　　　 　9：30　　9：40　　　 10：05　　10：20　   　 11：05　　11：10

11：25　　11：30　　　　　　  12：05　　　　　　　　　　  12：12　　　　　　　  12：37　　　　　　　　 13：20 　　　　　　　13：30 

　　　13：40　　13：45　　　　 14：20　　14：25　　　 　　　14：28

（道の駅食堂で遅めの昼食）

（急坂の途中で休憩）
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